






設置時のご注意

電源が個別に接続された超音波霧化ユニットを

同一水槽内に複数設置する場合は、電位差によ

る機器破損を防ぐため、各ユニット間を電気的に

つないでください。

5mm 以上離す

電線でつなぐ
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設置方法

霧化した霧が水槽内に停滞しないように
ＦＡＮなどで排出するように設置して
ください。

これにより、水温の上昇を抑えられるため、長時間

の使用が可能になります。

※霧が水槽内に停滞すると水温が上がり、霧化ユ

ニット本体が冷却ができないため寿命に影響が出る

場合があります。

振動子が空焚き状態にならないように
霧化ユニットの傾きにご注意ください。

この霧化ユニットには、水位センサーが本体の端に

1つ付いています。

霧化ユニットの傾きにご注意ください。

水位センサーが水没していても、振動子部分が露

出して設置した場合、空焚きになってしまいます。

霧化ユニットの故障の原因になりますのでご注意くだ

さい。

スペースに余裕がある場合は、適切な距離・空間を

空けてご使用ください。

設置時のご注意

送風 FAN

風当て板

風の流れ

5mm 以上離す

霧化ユニットを複数使用する場合の各ユ
ニット間の距離は、5㎜以上空間を確保し
設置してください。

霧化ユニット同士の霧で霧化を妨げないよう配置

で設置してください。

×

○
水位センサー

水位センサー ・振動子より
上に水面がある

⇒霧化可能

水位センサーより上に水面がある
振動子が水面から出ている

⇒空焚き状態！破損！！

○ 水位センサーより下に水面がある

⇒霧化停止

！

空焚き








